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１. 授業・カリキュラム・進路について 

　(1) 単位制・授業の仕組について 

Q1. 100分授業とする理由は何ですか？ 

A1. 教員の話を一方的に聞くだけではなく、自分たちで調べ、考え、話し合い、作り上げるなど

「気になることにじっくりと取り組み、学びを深める」時間を大切にするために、「100分で 

１科目」を学びます。ずっと座学ではなく、活動の切り替えを柔軟に挟む工夫をしながら授業

を進めます。 

 

Q2. １日の授業スケジュール例を知りたいです。土日の登校はありますか？ 

A2. パンフレットP.5の日課表にあるように、曜日によって、４時間授業（２科目）から８時間

（４科目）授業となります。土日の登校は原則ありませんが、模試、学校行事、部活動や探究

活動等で登校する場合があります。 

 

Q3. 単位制だが、クラス編成はどのようになりますか？学科ごとにクラスは分かれますか？ 

A3. ホームルームの編成は、未来デザイン科とビジネスイノベーション科の生徒が混ざり合った

40人のクラスになります。授業のクラスは、全員が必ず履修する科目等はホームルーム単位の

クラスとなりますが、自分が選んだ科目（選択授業）の時間は、科目ごとにメンバーが変わり

ます。学科の枠を超えて、多彩な仲間と出会うことができるのが彩輝高校の魅力です。 

 

Q4. 未来デザイン科とビジネスイノベーション科の生徒が合同で履修する授業はありますか？ 

A4. ホームルームや全員が必ず履修する科目、「総合的な探究の時間」などは合同で行います。

また、未来デザイン科の生徒が商業科目を、ビジネスイノベーション科の生徒が普通科の発展

的な内容の科目を選択し、一緒に学ぶこともあります。 

 

　(2) カリキュラム・実技について 

Q5. 高校卒業後の進路が明確でない場合等、科目選択に迷った時はどうしたらよいですか？ 

A5. ２つのクラスを４人の担任が担当する「チーム担任制」を取り入れているため、４人の先生

にいつでも相談できます。生徒一人ひとりのやってみたいことや悩みにじっくり寄り添い、一

緒に考えながらより良い科目選択ができるよう全力でサポートしますので安心してください。 

 

Q6. 英語のほかにどのような外国語を学ぶことができますか？  

A6. 自由選択科目として「韓国語」や「中国語」の講座を予定しており、自分の時間割に組み込

んで学ぶことができます。 

 

Q7. ネットやAIをどの程度使用しますか？また、タブレットの購入についても教えてください。 

A7. インターネットやAIをどの程度使用するかは授業によって異なりますが、授業や探究活動で

は、Chromebook端末等を日常的に活用します。ただし、使うことが目的ではなく、自分の考え

を広げるための「道具（手段）」です。人と対話したり、体験したりする「リアルな学び」を

何よりも大切にしながら、デジタルを賢く使いこなす力を育てます。Chromebook端末の購入に

ついては札幌市の規定に沿って入学時にご案内します。 
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Q8. スキー授業やプール（水泳）の授業はありますか？ 

A8. 体育の授業では、スキーや水泳は予定していません。探究活動では、近隣の藻岩山スキー場

を活用したプロジェクトを予定しており、個人やグループの選択として、スキーに取り組む可

能性はあります。 

 

Q9. 授業は基本的に藻岩高校の教員が教えてくれるのですか？必要に応じて啓北商業高校からも

教員が来て教えてくれるのでしょうか？  

A9. 開校に合わせて、札幌市立の各高校から人事異動により彩輝高校へ着任した先生方が授業を

教えます。 

 

Q10. 定期テストはありますか？  

A10. 彩輝高校では、一斉に実施する「定期テスト」は行いません。学習の単元ごとに、単元終了

時、課題（ペーパーテスト、作品提出、レポート、プレゼンテーションなど様々な形式）を課

し、日々の成果を総合的に評価します。 

 

Q11. ２，３年次の選択科目には具体的にどのようなものがありますか？  

A11. 選択科目の詳細は決まっており、配布している「教育課程表」(今後ホームページでも掲載

予定)でご確認ください。具体的な科目一覧については、入学後の履修ガイダンスにて詳しく案

内・配布します。 

 

Q12. 取りたい科目を選ぶとき、受けたい科目の時間が2つ以上重なってしまったときはどのよう

にすればよいのでしょうか？別の時間に複数回授業があるのでしょうか？  

A12. 希望する科目の授業が受けられるよう、選択したい科目の希望調査を行った後、時間割を編

成するため、基本的には希望に沿った科目が選択できます。ただし、希望人数が少ない等、開

講されない科目も出てくる場合があります。 

 

　(3) 進路・進学について 

Q13. 国公立大学や難関私大の一般入試を目指す生徒に対し、どのような受験指導やサポート体制

がありますか？ 

A13. 単位制を活かして、基礎から発展的な深い学びまで、進学目標にあわせた科目を選択できま

す。また、１年次からチーム担任制による丁寧な進路面談やデジタル学習での個別サポートを

行い、生徒の様々な進路を支援する環境を整えます。さらに、３年次になったら受講できる放

課後、夏休み・冬休みの時間を使った講習を計画しています。 

 

Q14. 学校として想定されている進路モデル（４年制大学、短大、専門学校、就職等）や、進学・

就職先について教えてください。 

A14. 両科とも、藻岩高校と啓北商業高校の進路先実績（両校のホームページに掲載）に加え、新

たな進学・就職先など、生徒の希望する多彩な進路に対応します。 

 

Q15. ビジネスイノベーション科では資格取得に向けた科目がありますか？また、必ず取得しなけ

ればならない資格はありますか？ 

A15. 簿記や情報処理などの商業科目を設置していますが、資格取得をメインとする授業ではあり

ません。商業科目で学んだ内容を基盤に、資格取得を希望する生徒は、自らの目標に応じて主

体的に挑戦することができます。なお、資格取得は全員必須ではありません。 
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Q16. 大学等の指定校推薦枠、企業からの指定校制度はありますか？ 

A16. 彩輝高校に限らず、基本的に指定校推薦や指定校制度は、その年度に各大学や企業から提示

されるものなので、現時点では確実なことをお示しすることが難しい状況です。新設校のため

実績がないので、出来るだけ早い段階から各大学や企業と連絡を取り、藻岩高校と啓北商業高

校と同様な指定校推薦をもらえるよう働きかけていきたいと考えています。 

 

Q17. ビジネスイノベーション科から大学へ進学することはできますか？ 

A17. 大学進学は可能です。総合型選抜や学校推薦型選抜、一般選抜など、多様な入試スタイルを

活用して大学進学を目指すことができます。 

 

２. 学校行事・生徒会活動について 

Q1. 学校祭や体育祭などの行事は、藻岩高校と合同で行われますか？ 

A1. 学校祭や体育祭などの行事は、同日開催しますが、合同で行うかどうかや内容等について

は、両校の生徒たちの意見を尊重しながら今後検討していきます。 

 

Q2. 学校祭では、展示や飲食物の販売などはありますか？  

A2. 彩輝高校の学校祭「SAIKO FES」は、生徒の有志が集まり企画・運営をする「実行委員会形

式」で行います。展示や販売等も、実行委員会の企画内容によって、実施するかどうか決まり

ます。 

 

Q3. 常任の委員会はありますか？また生徒会はいつ頃からどのような形ではじまりますか？ 

A3. 数を絞って常任委員会を設置する予定です。入学してすぐに各クラスで常任委員を選出する

とともに、生徒会役員選挙を行い活動をスタートします。集まったメンバーで「どんな活動に

していくか」を話し合いながら、自分たちの手で創り上げていきます。 

 

Q4. 校外での活動の予定や、修学旅行先を教えてください。 

A4. パンフレットP.3～4に掲載のように、「Feel度Walk」や「協働探究」をはじめ、ビジネスイ

ノベーション科の各プロジェクト等で校外活動を行います。また、１年次にニセコでの「宿泊

研修」、２年次に関西方面への「見学旅行」を予定しています。 

 

Q5. 生徒会は現藻岩高校生と一緒に活動するのでしょうか。 

A5. 生徒会活動は、基本的に藻岩高校とは別に行いますが、行事等で協力して活動する可能性も

あります。 

 

Q6. 具体的にどのような委員会や外局（部活動以外の組織）が設置される予定ですか？ 

A6. 生徒会（彩輝高校では「生徒自治会」）の組織として、常任委員会（みらいフォーラム委員

会、環境デザイン委員会）、外局（図書局、放送局、交流・広報局）、実行委員会（SAIKO FES

実行委員会、SSS CUP実行委員会）などを設置する予定です。 
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　 　Q7. １年次の宿泊研修の行先がニセコ町となっているのはなぜですか？ 

A7.　自然体験や多様な人々との対話を通して感性をひらき、物事を多角的に捉える視点を養う上

　　で、ニセコ町が最も適した環境だと考えているからです。ニセコ町は国内外から多くの人が

　　集まり、常に変化と挑戦を続けている地域です。農業・林業・観光・６次産業など、多様な

　　分野で挑戦し、活躍する方々との対話や体験活動を通じて実体験から「挑戦するマインド」

　　を深く学ぶことができると考えています。 

 

３. 校則・学校生活について 

　(1) 服装・身だしなみについて 

Q1. 髪型・髪色・化粧・服装等に対する校則はありますか？普段の生活に関わる禁止事項があれ

ば知りたいです。 

A1. 校則と生活の心得では、細かな制約を設けることは考えておりません。日ごろから「時・場

所・場合（TPO）」に応じた相応しい恰好は何か、適切な行動とは何かを考える機会を作り、自

分で考え、判断し、選択する姿勢を大切にしたいとの思いからです。ただし、これは「どんな

格好でも自由」ということではありません。例えば、式典などのフォーマルな場、体育や実習

といった安全が求められる場など、その場に合った装いができる社会性を身に付けてほしいと

考えています。 

 

Q2. 制服がないとのことですが、スーツ等の正装が必要な場面はありますか？ 

A2. 入学式や修了式などの公式な式典や行事では、スーツ等の正装が必要になる場面がありま

す。基準となる服装（ドレスコード）については、合格者に送付する書類にて詳しくご案内し

ます。 

 

Q3. 学校指定ジャージはありますか？体育などのジャージを着用する必要がある日は、ジャージ

登校ですか？ 

A3. 体育指定のジャージ、Tシャツ、学校指定の上靴があり、購入していただきます。活動に合わ

せて自分で考え、判断し、ジャージで登校することも選択できます。 

 

Q4. 制服がないとのことですが、他校の制服や制服風の服を着て登校してもいいですか？ 

A4. 他校の制服ではなく、自分で選んだ適切な服装で登校してください。制服に似せたセット

アップなどの私服の日常的な着用は可能ですが、式典などのフォーマルな場では相応しい装い

（ドレスコード）を考える必要があります。 

 

Q5. 髪型の指定や髪の染色・パーマは禁止されていますか？ 

A5. 細かな一律の禁止規定は設けていません。ただし、「何でも自由」という意味ではなく、安

全面や「時・場所・場合（TPO）」、そして周囲と気持ちよく過ごすためのマナーを自分で考

え、適切に判断して選択することを求めています。 
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　(2) 持ち物・生活ルールについて 

Q6. スマートフォンの持ち込みは可能ですか？ 

A6. 校内へのデジタル端末やスマートフォンの持ち込みは、適切な利用を前提として認めていま

す。授業中においては、探究や実践的な学びで必要な場合に教科担任の許可を得て使用するこ

とができます。 

 

Q7. 藻岩高校の生徒と同じ校舎で生活する上でどのような違いがありますか？また、藻岩高校と

の連携はありますか？  

A7. 授業時間や時間割、校則、制服の有無などの違いがあります。藻岩高校とは互いに有意義な

学校生活が送れるよう、生徒会役員を中心に話し合いを通して連携していきます。 

 

Q8. 昼食はどうなりますか？（お弁当、学食、売店、給食など） 

A8. 学食や給食はありませんので、昼食の時間に、持参したお弁当や校内の売店で購入したもの

で昼食を取ってもらいます。 

 

Q9. 自転車通学は許可されていますか？  

A9. 自転車での通学は可能です。自転車通学許可願を提出し、学校の許可を受ける必要がありま

す。 

 

Q10. アルバイトは可能ですか？ 

A10. 高校時代は、学習や探究活動、部活動など「今この時にしかできない経験」に全力を注いで

ほしいという思いから、原則として認めておりません。なお、特別な事情がある場合はご相談

ください。 
 

Q11. アルバイトは原則禁止とのことですが、説明会で話のあった「校則」との関係を教えてくだ

さい。 

A11. 「ルールを遵守する」校則の行動基準として、説明会で口頭でお伝えした、校則とは別に定

める「生活の心得」があります。その「生活の心得」には、アルバイトに関すること、通学の

安全、運転免許について触れています。「生活の心得」は皆さんの安全・安心を守るための最

小限のものになります。 
 

４. 部活動について 

　(1) 設置される部活動の種類と既存校との関係・体制について 

Q1. 具体的にどのような部活動が設置されますか？また、既存の藻岩高校・啓北商業高校の部活

動とは同じ活動となりますか？  

A1. 具体的な開設予定部活動は、パンフレットP.6に掲載されています。令和９年度・10年度は、

同じ校舎で学ぶ藻岩高校の生徒と基本的に「合同」で練習を行います。啓北商業高校は部員数

等によって、「合同」または「単独」での活動となります。 

 

Q2. 設置予定のない部活動を作ることはできますか？ 

A2. 「サークル志向」については、令和10年度以降に生徒の希望等も踏まえながら設置する競技

等を検討していきます。また、「サークル志向」から始まり「専門志向」の活動へと移る可能

性もあります。 
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Q3. 高体連などの公式戦に出る場合、藻岩高校の２・３年生と彩輝高校の１年生は「別チーム」

ですか？それとも「合同チーム」ですか？ 

A3. 練習は合同で実施しますが、大会等は、種目ごとに、藻岩高校の部員数と彩輝高校の部員数

によって、生徒に不利益がないように「別チーム」で出場するか「合同チーム」で出場するか

を選択します。なお、啓北商業高校の部員数によっては、３校の合同チームや１校だけ単独

で、残り２校での合同チームもあり得ます。 

 

Q4.令和９年４月から令和10年７月の期間、ダンス部は他の部活動との兼部は可能ですか？ 

A4. ダンス部がこの期間に他の部活動と兼部できるかは部活動ごとに相談・検討となります。 

 

Q5.藻岩高校・啓北商業高校の生徒が卒業・引退する前と後で、合同で活動していた部活動指導は

どのように変わりますか？ 

A5. 令和10年７月頃までは、彩輝高校の先生の他に、藻岩高校、啓北商業高校の先生から指導を

受けることもあります。引退後は、彩輝高校の生徒のみとなるので、外部の専門家による指導

となります。ただし、ダンス部は開校時より外部の専門家による指導となります。 

 

　　(2) 活動時間・形態について 

Q6. 部活動の「専門志向」と「サークル志向」の違いは何ですか？ 

A6. パンフレットP.6に掲載のとおり、「専門志向」は大会出場や技術向上を目指し外部専門家が

指導します。「サークル志向」は大会には出場せず、体験や仲間づくりを目的とします。 
 

Q7. 部活動の活動回数・時間はどのぐらいになりますか？ 

A7. 藻岩高校と合同練習をしている期間は最大週５回になります。彩輝高校だけの活動になった

際には、専門志向は最大週４回、サークル志向は最大週２回で、専門志向とサークル志向を兼部

して、最大週５日まで自分で活動をデザインすることもできます。また、活動時間は「札幌市立学校

に係る部活動の方針」に沿って、平日2時間程度、休日は最大3時間程度となります。  

 

Q8. ユニフォームは全て生徒負担で購入となるのでしょうか？また、デザインはどのようなもの

になりますか？  

A8. ユニフォーム等は原則として自己負担となります。ユニフォームのデザインについては、開

校後に、各部で検討するため、現時点ではお答えできません。 

 

Q9. 部活動と勉強の両立は可能ですか？中学生向けの部活動体験はありますか？ 

A9. 放課後の時間を自分でデザインする単位制の仕組みにより両立が可能です。また、両立に不

安や困難が出てきましたら先生方がいつでも相談に乗ります。彩輝高校の部活動体験について

は、開校前なので実施することができません。 

 

Q10. グラウンドを使用する部活の練習環境について、既存の施設・近隣施設の使用と検討とあり

ますが、追加の費用や活動日の制限などの影響についてはどう考えていますか？ 

A10. サッカー部、テニス部、陸上部は近隣の施設や啓北商業高校での活動を予定しています。施

設利用料や移動のための貸し切りバス代等、グラウンドが使用できないことによる追加費用の

発生や活動への影響が無いように調整をしていきます。 

 

Q11. 学校外のサークルのようなものに入ることは可能ですか？ 

A11. 可能です。活動は放課後の時間を活用してください。 
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５. 入学試験、受検制度について 

　(1) 合格ライン・ランク・定員について 

Q1. 合格の目安となる内申ランクや学力点、偏差値、ボーダーラインはどれくらいですか？ 

A1. 彩輝高校に限らず公立高校は、出願してきた受検生の成績で合格ラインが決まります。一般

的に言われている合格ラインは、過去の実績からの予想であり、彩輝高校は新設校のため予想

することができません。また、学校が決める特定の評定基準はなく、調査書と学力検査を総合

して選抜します。 

 

Q2. 募集人数・定員は何名ですか？ 

A2. 定員は未来デザイン科（普通科）が200名、ビジネスイノベーション科（商業科）が120名と

決まっており、この人数で募集を行います。 

 

Q3. 今年度の想定される受検倍率はどの程度と予想されますか？ 

A3. 新設校のため、倍率の予想はできません。 

 

Q4. 普通科と商業科で入試の難易度やランクは違いますか？ 

A4. 学科ごとに選抜するため、定員や受検者数が異なることから、難易度やランクが違う可能性

はあります。出願してきた受検生によって変わるので、難易度やランクは事前にお示しするこ

とはできません。 

 

Q5. 普通科と商業科の男女比率はありますか？ 

A5. 男女ごとの比率はありません。性別に関わらず、定められた選抜基準に基づき選抜します。 

 

　(2) 志望学科・併願について 

Q6. 第１志望を未来デザイン科、第２志望をビジネスイノベーション科（またはその逆）とする

出願は可能ですか？  

A6. 一般入試では、２つの学科を「第１志望・第２志望」として出願することが可能です。推薦

入試では、１つの学科しか出願することができません。 

 

Q7. 第1志望の学科で不合格となった場合でも、第２志望の学科で合格することはありますか？ 

A7. 札幌市の公立高校入試のルールに則り、第１志望の学科で不合格となった場合でも、第２志

望の学科で合格基準を満たしていれば合格となる仕組みがあります。 

 

Q8. 第2志望の学科は、第1志望の受検生で定員が埋まってしまった場合、選抜の対象にはなりま

せんか？ 

A8. 対象になります。選抜基準に基づき審議するため、成績等の状況によっては第2志望で出願し

た生徒が合格する場合があります。 
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　(3) 推薦入試・その他条件について 

Q9. 自己推薦枠の定員（人数）はどれくらいですか？  

A9. 推薦入試の募集人員は、未来デザイン科が定員の30%程度（約60名）、ビジネスイノベーショ

ン科が定員の40%程度（約48名）です。 

 

Q10. 推薦入試の面接で重要視する点は何ですか？面接以外の試験はありますか？ 

A10. 「個人調査書」「自己推薦書」「面接」「作文試験」の４つを総合的に評価します。面接等

ではアドミッションポリシーに沿った人物であるかを評価します。 

　　なお、詳細は札幌市教育委員会のホームページ上に公開しています。 

　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　 

　　　　　▲R9学校裁量についての実施予定一覧表　　　　　▲R9「入学者の受入れに関する方針等」一覧表  

 

Q11. 中学３年間の欠席日数が何日以上だと受検できない等の制限はありますか？ 

A11. 制限はありません。札幌市の公立高校入試のルールに、出欠の記録については選抜の資料と

して使用しないことが明記されています。 

 

Q12. 来春から住民票が異動となる場合や道外からの推薦受検はできますか？  

A12. 推薦入試に出願できるのは、札幌市内に保護者の住所があり、令和９年３月に道内の中学校

等を卒業見込みの生徒です。一般入試については、条件によっては出願が可能となります。詳

しいことは、10月上旬ごろに「令和９年度入学者選抜要項」が発表された後に、在籍している

学校を通して、高校再編準備担当課（011-522-7225）へ問合せをしてください。 
 

Q13. 自己推薦入試で不合格となった場合、一般入試で再受験（出願）することはできますか？  

A13. 可能です。ただし、推薦入試の面接を欠席して不合格となった場合や、合格内定を得ながら

入学確約書を提出しなかった場合は再出願は認められないのでご注意ください。 

 

６. 施設・設備・その他 

　(1) 施設について 

Q1. 新校舎はいつから利用できますか？現在の校舎にクーラーはついていますか？  

A1. 新校舎は令和10年秋頃にしゅん工し、使用を開始する予定です。現在の校舎にはクーラーは

設置されていませんが、新校舎に移動するまでの間、できる限り快適に過ごせるよう暑さ対策

について現在検討しています。 

 
Q2. 入学後は、啓北商業高校か藻岩高校、どちらの校舎に通うことになりますか？ 

A2. 藻岩高校の校舎へ登校していただきます。 
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Q3. ロッカーの大きさはどのくらいで、どこに置かれるのでしょうか？ 

A3. 藻岩高校で使用しているロッカーと同様で、内寸（ｍｍ）で横250×縦465×高さ812の大きさ

のロッカーを予定しています。藻岩高校校舎には、各年次のロッカー室があります。新校舎に

は２階から４階の各フロアにあるラウンジにロッカーを設置予定です。 

 
Q4. 自習室はありますか？また、放課後に自習する時間はありますか？ 

A4. 藻岩高校校舎では、１階生徒ホール、２階図書室を利用できます。新校舎では、１階図書

室・コミュニケーションホール、２階から４階の各フロアにあるラウンジを利用できます。放

課後の自習も決められた下校時間までは可能です。 

 
Q5. 授業の入っていない時間帯はどこでどのように過ごせばいいのでしょうか。それともそのよ

うな隙間の時間ができないようにしたほうがよいのでしょうか？ 

A5. 藻岩高校校舎内では、決められた自習室で過ごします。新校舎では、１階図書室・コミュニ

ケーションホール、２階から４階の各フロアにあるラウンジで過ごします。自分に必要な科目

を選択した上で空いた時間については、有効に活用してください。 

 
Q6. グラウンドが工事中とのことですが、体育の授業や部活動はどのように行いますか？いつか

ら使えますか？  

A6. 新校舎やグラウンドが完成するまでの期間は、工事の影響がないグラウンドのエリアや既存

の施設、近隣施設を工夫して活用し、授業や部活動に支障がないよう対応します。なお、本格

的なグラウンドの整備は、旧校舎を解体後の令和13年度から令和15年度の期間で行う予定で、

完成したエリアから順次使用可能になる見込みです。 

 
Q7. 新校舎への引っ越しは、どのような計画となっていますか？また、藻岩高校の生徒はそのま

ま校舎に残るのですか？ 

A7. 新校舎が完成後、引渡しや準備が整い次第、引越しをする予定です。藻岩高校で使用してい

た物品を移動したり、新たに用意したりして新校舎の環境を整えます。また、彩輝高校の生徒

だけではなく、藻岩高校の生徒も同時に新校舎に移ります。 

 
Q8. スクールバスの運行はありますか？ 

A8. スクールバスの運行は検討しておりません。 
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　(2) 学校の理念・その他 

Q9. 彩輝高校にしかない魅力や、他の公立高校との違いは何ですか？また、彩輝高校はどのよう

な人物を輩出したいですか。  

A9. 彩輝高校は、「つながりを力に。未来を彩り輝かせる冒険者へ。」を学校教育目標に掲げて

います。 

彩輝高校ならではの魅力は、地域や企業、大学など、多様な人や社会とつながりながら、本

物の経験を積み重ね、高校での学びが社会に生きてはたらく学びになるところにあります。単

位制や探究活動、普通科と商業科がともに学ぶ環境などを生かし、生徒一人ひとりが「何を学

ぶか」「何に挑戦するか」を自分で考え、選び、行動する機会を数多く用意しています。 

私たちが育てたいのは、決められた答えを待つ人ではなく、多様な人と対話し、失敗を恐れ

ず挑戦し、自分らしい答えを創り出しながら、未来を自分たちの手で切り拓いていける人で

す。 

 
Q10. 再編であることから、彩輝がやろうとしている学び教育は、すでに藻岩高校や啓北商業が

やってきた学習の実績の上での目標という理解で間違いないでしょうか。 

A10. 再編新設校のため、藻岩高校と啓北商業高校がこれまで行ってきた教育実践を引き継ぐ部分

と、これからの時代に求められる新しい取り組みをつくる部分とがあります。 
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